
○「国交省・防災関連学会合同調査会」は、先進国の大都市を初めて襲った高潮災
害となった米国ハリケーン・サンディについて現地調査を実施。

○平成25年10月9日に、「米国ハリケーン・サンディに関する国土交通省・防災関連
学会合同調査団による緊急メッセージ」を国土交通大臣に報告した。

米国ハリケーン・サンディに関する現地調査について

○地下鉄や地下空間への浸水をはじめ、交通機関の麻痺、ビジネス活動の停止を通じて経済･
社会活動に影響を与えるなど、近年発生した災害の中でも極めて甚大な被害をもたらした、ハ
リケーン・サンディによる災害を詳細に調査し、三大都市圏のゼロメートル地帯に都市機能を
抱える我が国の教訓とする。

目的
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